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1. ボディー作製手順 

1.1. 端子作製 

1.1.1. ベリ銅線(φ 0.5)を適当な長さに切り、直角

に曲げたものを本体に差し込む。 

 
1.1.2. 全て差し込んだ後、側面を銅線で固定す

る。 
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1.1.3. 底面側のベリ銅線を適当な長さに切って、

直角に折り曲げる。 

 
1.1.4. 折り曲げたところを銅線で固定する。これ

により、ベリ銅線が溝にぴったりはまる。 
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1.1.5. 溝と穴に EPO-TEK H74 を塗る。EPO-TEK
は新しいもの使うのが良い。粘度が低く、

溝や穴に入り込むため。EPO-TEK は少し

ずつ何度かに分けて塗る。 

 
1.1.6. 脱気する。  

1.1.7. 泡の跡を確認し、必要ならば穴を埋めるよ

うに EPO-TEK を再び少量塗る。 
 

1.1.8. 硬化させる。100℃で 20 分。写真は硬化

後。 

 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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1.1.9. 底面のベリ銅線を切りそろえる。端子を使

って長さの目安を得るとよい。端子は AMP 
2-330808-8。 

 
1.1.10. 側面も同様に切りそろえる。端子は AMP 

50863。 

 
1.1.11. 端子作製完了。 

 

http://www.te.com/catalog/pn/ja/2-330808-8?RQPN=2-330808-8
http://www.te.com/catalog/pn/ja/2-330808-8?RQPN=2-330808-8
http://www.te.com/catalog/pn/ja/50863?RQPN=50863
http://www.te.com/catalog/pn/ja/50863?RQPN=50863
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1.2. ピエゾ端子貼り付け 

1.2.1. 本体側とピエゾ素子側の両方に EPO-TEK 
H74 を薄く塗り、ピエゾ素子を本体側につ

まようじで押しつける。 
EPO-TEK を塗る前に、電極を約 30°折り

曲げておく。（曲げないと電極が本体にぶ

つかる。） 
塗る領域の真ん中付近を少し厚く塗って

おくと、押し付けた時に気泡が入りにくい。 
積層ピエゾ素子の電極は左右に 2 本と 3
本出ている。向きをそろえておくこと。 
以降の作業は基本的に実体顕微鏡で観

察しながら行う。 

 
1.2.2. 写真は接着面だけでなく、積層ピエゾ素子

の下部側面にも盛った後のもの。（1.2.4 参

照） 

 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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1.2.3. 残り 4 つの積層ピエゾ素子についても同様

に繰り返す。電極は(下から見て)左に 2
本、右に 3 本出る向きで貼り付ける。 

 
1.2.4. 押し付けた後に、積層ピエゾ素子最下部

のベースプレート（分極していない）の側面

にも EPO-TEK を少量盛り、滑らかな曲面

になるようにする。 
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1.2.5. 貼り付けたところ。積層ピエゾ素子の電極

は、（下から見て）右に 3 本、左に 2 本、に

なっている。 

 
1.2.6. 顕微鏡に偏光板をセットしてサファイアプリ

ズムの表面を確認し、汚れていたらきれい

にする。 
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1.2.7. 組み立てて、ピエゾ素子が本体に押し付け

られた状態にする。  
 

 
1.2.8. 脱気する。  

1.2.9. 脱気後、分解して、接着剤がきれいについ

ているかどうか確認する。気泡が出来てい

たら接着剤で埋める。 

 
1.2.10. 再び組み立てる。本体にはズレがないよう

にぴったりと組みわせる。接合部をピンセッ

トでひっかいて段差が感じられないように

なるまで調節する。板バネは厚い方

(0.5mm)を用いて、しっかりとねじを締め

る。サファイアプリズムの向きを記録してお

き、以後、同じ向きで組み立てる。 

 
1.2.11. 硬化させる。100℃で 20 分。  
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1.3. 銅線をつける 

1.3.1. コモン用銅線と取りつける。電極間距離に

合うように、ポリイミド被覆銅線(0.2mm)の被

覆を剥ぐ。カミソリでこそぎ落とせばよい。 

 
1.3.2. 銅線を電極の根元に近い方に結び付け

る。コモンは 3 本の電極が出ている方。 
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1.3.3. 余分な電極を切る。 

 
1.3.4. 超高真空対応ハンダ(Castolin Eutectic 

157)で銅線をハンダ付けする。専用フラッ

クスを用いる。 

 
1.3.5. ハンダ付け後。 

 
1.3.6. すぐに蒸留水、アセトンで洗い流す。  

http://www.castolin.com/product/157-0
http://www.castolin.com/product/157-0
http://www.castolin.com/product/157
http://www.castolin.com/product/157
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1.3.7. 繰り返す。 

 
1.3.8. 各ピエゾ素子のもう片方の電極に銅線を

つける。手順は同じ。 
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1.3.9. 水、アセトンで洗い流す。  

1.3.10. 水、アセトンで超音波洗浄する。  

1.3.11. ボディー側にも同様にしてハンダ付けす

る。 
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2. スキャナー作製手順 

2.1. 探針ホルダーと同軸ケーブルの接続 

2.1.1. トンネル電流用の同軸ケーブル（潤工社 
DAS401）の被覆を数 cm はがし、はがした

ところでシールド線を折り返す。被覆をは

がす際、線に傷をつけないように細心の注

意が必要。 

 
2.1.2. 折り返したところのすぐ近く(約 1 mm)まで、

芯線の被覆を取り除く。被覆を取り除いた

ところまで探針ホルダーが来る。（2.1.8 参

照）被覆をはがす際、線に傷をつけないよ

うに細心の注意が必要。 

 
2.1.3. 遮蔽板を折り返したシールド線の途中まで

差し込む。折り返したシールド線の先は広

げておいて遮蔽板が落ちないようにする。 

 

遮蔽板の外側にはノリタケのレジネートペ

ースト D-24 を焼成して金膜を付けてある。 

http://www.junkosha.co.jp/english/catalogue/densen/pdf/densen.pdf#page=72
http://www.junkosha.co.jp/english/catalogue/densen/pdf/densen.pdf#page=72
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2.1.4. 探針ホルダーを芯線に差し込む。 

 

探針ホルダー内側には白金をスパッタして

ある。チタンにはハンダ付けができないた

め。Castolin Eutectic 157 用のフラックスを

使えば白金にはハンダ付けができる。金を

スパッタしても良いが、固着力が弱く、すぐ

にはがれてしまう。 

 

2.1.5. 探針ホルダーとケーブルを固定して、芯線

を切り、芯線を探針ホルダー内部で広げ

る。 

http://www.castolin.com/product/157-0
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2.1.6. 広げたところの顕微鏡写真。 

 
2.1.7. インジウムを小さくちぎって入れ、Castolin 

Eutectic 157 用のフラックスを使用してハン

ダ付けする。探針ホルダーをバーナーでち

ょっと炙ることでハンダ付けできる。写真は

ハンダ（インジウム）とフラックスを入れた後

と、バーナーで炙った後。余った線は切

る。 

http://www.castolin.com/product/157-0
http://www.castolin.com/product/157-0
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2.1.8. 探針ホルダーとシールド線の間には、芯線

の被覆が 1 mm 程度残っていることに注

意。 

 
2.1.9. 探針ホルダーに EPO-TEK H74 を薄く塗

り、探針ホルダーと遮蔽板を接着する。探

針ホルダーにねじを入れると作業しやす

い。 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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2.1.10. 治具にセットし、ステンレスボールを介して

遮蔽板と探針ホルダーにバネで圧力を加

える。ケーブルをねじると切れるので、セッ

トしたらテープでケーブルを治具に固定し

ておく。 

 
2.1.11. 探針ホルダーの側面と遮蔽板の上面に

EPO-TEK H74 を塗る。 

 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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2.1.12. 塗る前と塗った後。 

 
2.1.13. 治具に固定したまま硬化させる。100℃で

20 分。 
 

2.1.14. 硬化後。 
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2.1.15. 治具を用いて固定し、外部シールド線を遮

蔽板に広げる。 

 
2.1.16. 余分な線を切り落とし、広げる。 

 
2.1.17. EPO-TEK H20E を塗る。 

 
2.1.18. 治具に固定したまま硬化させる。120℃で

15 分。この硬化後にケーブルはしっかりと

固定されることになる。 

 

2.1.19. 同軸ケーブルのもう一方の端をちょっと剥

いて、導通・絶縁チェックをする。 
 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H20E.pdf
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2.1.20. 遮蔽板のふちに EPO-TEK H74 を塗る。側

面全体ではなく、絶縁リングの厚み程度。 
 

 

 
2.1.21. 絶縁リングをはめる。 

 
2.1.22. 治具にセットし、絶縁リングの上面と遮蔽板

の側面に EPO-TEK H74 を塗る。 

 
2.1.23. 治具に固定したまま硬化させる。100℃で

20 分。 
 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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2.2. スキャナー台・ピエゾチューブ・探針ホルダーの組立 

2.2.1. ポリイミドチューブ（内径 0.3mm, 厚さ

0.04mm）5本を、スキャナー台にEPO-TEK 
H74 で固定する。内部を通る銅線の保護

が目的。また、ここでこの作業をしておかな

いと 2.2.7 でこの穴がふさがれてしまうので

注意。 

 
2.2.2. 硬化させる。100℃で 20 分。硬化させてい

る間に 2.2.4、2.2.5 を先に行ってよい。  
 

2.2.3. 硬化後に、ポリイミドチューブを切りそろえ

る。底の方は底面から数 mm のところで切

る(参考 2.2.14)。ピエゾチューブ側は 2.2.6
の写真を参考に。 

 
2.2.4. ポリイミド被覆銅線(Cu 99.99% 

0.005mil=0.127mm)の被覆を取り、先を丸

く曲げる。被覆は火であぶれば除去でき

る。 

 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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2.2.5. ピエゾチューブの内側電極に、インジウム

を用いて銅線をハンダ付けする。フラックス

は乳酸を使用する。取りつける際には銅線

を固定するためにセロハンテープを小さく

切って用いる。ハンダ付けした後はすぐに

水、アセトンで洗い流す。 

 
2.2.6. ピエゾチューブに探針ホルダーからのトン

ネル電流用同軸を通す。スキャナー台を

はめる。 

 

2.2.7. スキャナー台に EPO-TEK H74 を塗る。 

 
2.2.8. 絶縁リングに EPO-TEK H74 を塗る。 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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2.2.9. スキャナーに絶縁リングを取り付け、スキャ

ナーをスキャナー台に取り付け、それらを

治具に取り付ける。スキャナーを台に取り

付ける際には、ポリイミドチューブの 1 本が

ピエゾチューブの XY 電極の間に来るよう

に向きに注意する。ボールを回して軸が揃

っていることを確認する。 

 
2.2.10. 絶縁リングの上面と遮蔽板の側面に

EPO-TEK H74 を塗る。2.1.23 の補強。 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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2.2.11. スキャナー台の上面とピエゾチューブの側

面に EPO-TEK H74 を塗る。 

 
2.2.12. ピエゾチューブの上下に EPO-TEK H74 を

塗ったあと。 

 
2.2.13. 治具に固定したまま硬化させる。100℃で

20 分。 
 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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2.2.14. offset Z 用銅線とトンネル電流用同軸線を

スキャナー台に固定する。写真はこの作業

のためにスキャナーと導線をスライドガラス

上に固定したところ。スキャナーはアルミフ

ォイルで巻きつけただけ。導線はテープで

固定。 

 
2.2.15. EPO-TEK H74 をスキャナー台に盛ってケ

ーブルを固定する。エポテックに粘度があ

ると作業がしやすいので、ここでは古いも

のを使うとよい。同軸の外皮がエポテックを

はじくので、この作業は盛って硬化させるこ

とを数度繰り返す必要がある。 
この作業には待ち時間が繰り返し発生する

ので次節の作業を始める。 

 

2.3. ピエゾチューブへの銅線取りつけ 

2.3.1. 導線（潤工社 AT01A010）の被覆（PTFE）
を数 mm の長さで取り外す。取り外した被

覆を目印として使う。6 色用意する。 

 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
http://www.junkosha.co.jp/english/catalogue/densen/pdf/densen.pdf#page=14
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2.3.2. 2.2.4 で使ったものと同じ被覆銅線を端子

AMP 2-330808-8 に Castolin Eutectic 157
でハンダ付けする（1.3.4-1.3.6 参照）。同じ

ものを 5 つ用意する。 

 
2.3.3. offset Z 用銅線を適切な長さに切る。写真

では壊れたスキャナーを参考にしている。 

 

http://www.te.com/catalog/pn/ja/2-330808-8?RQPN=2-330808-8
http://www.castolin.com/product/157-0
http://www.castolin.com/product/157-0
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2.3.4. 2.3.1 で作製した目印を銅線にかぶせた後

に 2.3.2 と同様にしてハンダ付けする。 

 
2.3.5. 2.3.2 で用意した銅線をスキャナーの各電

極にインジウムでハンダ付けする。フラック

スは乳酸（2.2.4, 2.2.5 も参照） 

 
2.3.6. 全ての線を取り付けた後に、まず水で、す

ぐに水を変えて再び水で、その後アセトン

で超音波洗浄する。ただし、電極がはがれ

ないように長くて数分に留めておくこと。 
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2.3.7. EPO-TEK H74 で銅線を固定する。古い方

が流れなくて作業がしやすい。 

 
2.3.8. 硬化後。 

 

http://www.epotek.com/site/administrator/components/com_products/assets/files/Style_Uploads/H74.pdf
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3. 組み立て 

3.1. 組み立て・テスト 

3.1.1. 組み立てる。今回はストッパー用ねじも入

れて最終形にする。 

 

 
3.1.2. スキャナー線をボディーへ接続する。 
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3.1.3. トルクドライバーを用いて適切なトルク(1.8 
cN.m)で板ばね(厚さ 0.3 mm)のねじを締め

る。 

 
3.1.4. 絶縁、容量チェックをし、粗動テストをす

る。 
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